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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇降路内の上部に設けられており、かつ駆動シーブを有している巻上機、
　前記駆動シーブに巻き掛けられている懸架体、
　前記駆動シーブの一側で前記懸架体により吊り下げられているかご、
　前記駆動シーブの他側で前記懸架体により吊り下げられている釣合おもり、
　前記昇降路内に設けられており、前記釣合おもりの昇降を案内する第１及び第２の釣合
おもりガイドレール、
　前記釣合おもりに設けられており、前記懸架体が巻き掛けられている釣合おもり吊り車
、及び
　前記釣合おもりの速度が過大速度に達したことを検出するおもり調速機
　を備え、
　前記巻上機は、前記釣合おもりの真上に配置されており、
　前記第１の釣合おもりガイドレールは、前記第２の釣合おもりガイドレールよりも前記
昇降路のコーナー部の近くに配置されており、
　前記おもり調速機は、前記かごが前記昇降路の底部まで下降して前記釣合おもりが跳ね
上がったときの前記釣合おもりの位置よりも上方に配置されており、
　真上から見て、前記おもり調速機の少なくとも一部は、前記釣合おもりの幅方向につい
て、前記第１の釣合おもりガイドレールと同じ位置で前記第１の釣合おもりガイドレール
と前記かごとの間に配置されており、かつ、前記釣合おもりの幅方向に直角な方向につい
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て、前記懸架体の前記駆動シーブと前記釣合おもり吊り車との間の部分と同じ位置に配置
されている機械室レスエレベータ。
【請求項２】
　前記おもり調速機は、前記巻上機よりも下方に配置されており、
　真上から見て、前記巻上機は、前記おもり調速機に部分的に重なっている請求項１記載
の機械室レスエレベータ。
【請求項３】
　前記釣合おもり吊り車は、前記釣合おもりの上部に設けられており、
　前記おもり調速機の少なくとも一部は、前記釣合おもりが跳ね上がったときの前記釣合
おもり吊り車と同じ高さに配置されている請求項１又は請求項２に記載の機械室レスエレ
ベータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、釣合おもりの速度が過大速度に達したことを検出するおもり調速機が昇降
路内に設置されている機械室レスエレベータに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のエレベータシステムでは、真上から見て、かごと釣合おもりとの間に調速機が配
置されている。また、調速機は、釣合おもりが最上部に移動したときに、釣合おもりと並
ぶ位置に配置されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－６２９４８号公報（図４及び図５）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の機械室レスエレベータでは、おもり調速機の設置を要求される場合がある。おも
り調速機は、釣合おもりの速度が過大速度に達したことを検出する調速機である。このた
め、おもり調速機は、真上から見て、釣合おもりの近傍に配置される。しかし、特許文献
１のように、釣合おもりが最上部に移動したときに釣合おもりと並ぶ位置に調速機が配置
されていると、昇降路の間口寸法を拡張する必要が生じる。
【０００５】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、昇降路内の空間
をより効率的に利用しておもり調速機を配置し、昇降路の平面寸法の拡大を抑制すること
ができる機械室レスエレベータを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る機械室レスエレベータは、昇降路内の上部に設けられており、かつ駆動
シーブを有している巻上機、駆動シーブに巻き掛けられている懸架体、駆動シーブの一側
で懸架体により吊り下げられているかご、駆動シーブの他側で懸架体により吊り下げられ
ている釣合おもり、昇降路内に設けられており、釣合おもりの昇降を案内する第１及び第
２の釣合おもりガイドレール、釣合おもりに設けられており、懸架体が巻き掛けられてい
る釣合おもり吊り車、及び釣合おもりの速度が過大速度に達したことを検出するおもり調
速機を備え、巻上機は、釣合おもりの真上に配置されており、第１の釣合おもりガイドレ
ールは、第２の釣合おもりガイドレールよりも昇降路のコーナー部の近くに配置されてお
り、おもり調速機は、かごが昇降路の底部まで下降して釣合おもりが跳ね上がったときの
釣合おもりの位置よりも上方に配置されており、真上から見て、おもり調速機の少なくと
も一部は、釣合おもりの幅方向について、第１の釣合おもりガイドレールと同じ位置で第
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１の釣合おもりガイドレールとかごとの間に配置されており、かつ、釣合おもりの幅方向
に直角な方向について、懸架体の駆動シーブと釣合おもり吊り車との間の部分と同じ位置
に配置されている。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明の機械室レスエレベータでは、おもり調速機は、釣合おもりが跳ね上がったと
きの釣合おもりの位置よりも上方に配置されている。また、真上から見て、おもり調速機
の少なくとも一部は、釣合おもりの幅方向について、第１の釣合おもりガイドレールと同
じ位置で第１の釣合おもりガイドレールとかごとの間に配置されており、かつ、釣合おも
りの幅方向に直角な方向について、懸架体の駆動シーブと釣合おもり吊り車との間の部分
と同じ位置に配置されている。このため、昇降路内の空間をより効率的に利用しておもり
調速機を配置し、昇降路の平面寸法の拡大を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】この発明の実施の形態１による機械室レスエレベータの要部を示す側面図である
。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線に沿う断面図である。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、この発明を実施するための形態について、図面を参照して説明する。
　実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１による機械室レスエレベータの要部を示す側面図であ
る。図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線に沿う断面図である。図３は、図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線
に沿う断面図である。なお、図１は図２のＩ－Ｉ線に沿って見た図である。
【００１０】
　図において、昇降路１内には、かご２及び釣合おもり３が設けられている。釣合おもり
３の昇降領域は、乗場から見て、かご２の昇降領域の側方に配置されている。釣合おもり
３の平面形状は、長方形である。
【００１１】
　また、昇降路１内には、第１のかごガイドレール４、第２のかごガイドレール５、第１
の釣合おもりガイドレール６、及び第２の釣合おもりガイドレール７が設置されている。
第１及び第２のかごガイドレール４，５は、かご２の昇降を案内する。第１及び第２の釣
合おもりガイドレール６，７は、釣合おもり３の昇降を案内する。
【００１２】
　第１のかごガイドレール４は、乗場から見て、かご２に対して、釣合おもり３とは反対
側に配置されている。第２のかごガイドレール５は、乗場から見て、かご２に対して、釣
合おもり３と同じ側に配置されている。また、第１及び第２のかごガイドレール４，５は
、かご２の前後方向の同じ位置に配置されている。
【００１３】
　第１及び第２の釣合おもりガイドレール６，７は、第２のかごガイドレール５に対して
、かご２の前後方向の同じ側に配置されている。この例では、第１及び第２の釣合おもり
ガイドレール６，７は、第２のかごガイドレール５よりも、かご２の前後方向の後ろ側に
配置されている。
【００１４】
　第１の釣合おもりガイドレール６は、第２の釣合おもりガイドレール７よりも、かご２
の前後方向の後ろ側に配置されている。また、第１の釣合おもりガイドレール６は、第２
の釣合おもりガイドレール７よりも、昇降路１のコーナー部の近くに配置されている。
【００１５】
　第２の釣合おもりガイドレール７は、第１の釣合おもりガイドレール６よりも、第２の
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かごガイドレール５の近くに配置されている。
【００１６】
　真上から見て、第１のかごガイドレール４の中心と第２のかごガイドレール５の中心と
を結ぶ直線であるかごレール中心線は、かご２の幅方向に平行である。真上から見て、第
１の釣合おもりガイドレール６の中心と第２の釣合おもりガイドレール７の中心とを結ぶ
直線であるおもりレール中心線は、かごレール中心線に対して直角である。
【００１７】
　第１の釣合おもりガイドレール６は、釣合おもり３の幅方向の一側に配置されている。
第２の釣合おもりガイドレール７は、釣合おもり３の幅方向の他側に配置されている。釣
合おもり３の幅方向は、おもりレール中心線に平行な方向である。
【００１８】
　第１のかごガイドレール４は、複数の第１のブラケット８を介して、昇降路壁に対して
固定されている。第１の釣合おもりガイドレール６は、複数の第２のブラケット９を介し
て、昇降路壁に対して固定されている。第２のかごガイドレール５及び第２の釣合おもり
ガイドレール７は、複数の第３のブラケット１０を介して、昇降路壁に対して固定されて
いる。
【００１９】
　昇降路１内の上部には、機械台１１が設置されている。図２では、機械台１１が省略さ
れている。機械台１１は、第２のかごガイドレール５及び第１の釣合おもりガイドレール
６に固定されている。
【００２０】
　また、機械台１１の下面は、第２の釣合おもりガイドレール７の上端面に当たっている
。これにより、機械台１１の荷重は、第２のかごガイドレール５、第１の釣合おもりガイ
ドレール６、及び第２の釣合おもりガイドレール７により支持されている。
【００２１】
　機械台１１上には、巻上機１２が設けられている。巻上機１２は、駆動シーブ１３、巻
上機モータ１４、巻上機ブレーキ１５、及び脚部１６を有している。巻上機モータ１４は
、駆動シーブ１３を回転させる。巻上機ブレーキ１５は、駆動シーブ１３の静止状態を保
持する。脚部１６は、複数の緩衝部材１７を介して、機械台１１に固定されている。
【００２２】
　巻上機１２としては、薄形巻上機が用いられている。薄形巻上機は、軸方向の寸法が軸
方向に直角な方向の寸法よりも小さい巻上機である。巻上機１２は、釣合おもり３の真上
に配置されている。
【００２３】
　真上から見て、駆動シーブ１３は、巻上機モータ１４のかご２側に配置されている。駆
動シーブ１３及び巻上機モータ１４の回転軸は、かご２の幅方向に平行、かつ水平に配置
されている。
【００２４】
　駆動シーブ１３には、懸架体１８が巻き掛けられている。懸架体１８としては、複数本
のロープ又は複数本のベルトが用いられている。かご２は、駆動シーブ１３の一側で懸架
体１８により吊り下げられている。釣合おもり３は、駆動シーブ１３の他側で懸架体１８
により吊り下げられている。かご２及び釣合おもり３は、駆動シーブ１３を回転させるこ
とにより、昇降路１内を昇降する。
【００２５】
　懸架体１８は、第１の端部及び第２の端部を有している。第１の端部は、図示しない第
１の綱止めに接続されている。第１の綱止めは、昇降路１内の上部で第１のかごガイドレ
ール４に支持されている。第２の端部は、図示しない第２の綱止めに接続されている。第
２の綱止めは、機械台１１に支持されている。
【００２６】
　かご２の下部には、第１のかご吊り車１９及び第２のかご吊り車２０が設けられている
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。第１及び第２のかご吊り車１９，２０は、かご２の幅方向に互いに間隔をおいて配置さ
れている。
【００２７】
　第１のかご吊り車１９は、乗場から見て、第１のかごガイドレール４側に配置されてい
る。第２のかご吊り車２０は、乗場から見て、第２のかごガイドレール５側に配置されて
いる。
【００２８】
　第１及び第２のかご吊り車１９，２０の回転軸は、かご２の前後方向に平行、かつ水平
に配置されている。また、第１及び第２のかご吊り車１９，２０は、第１及び第２のかご
ガイドレール４，５よりも後ろ側で、かご２の前後方向の同じ位置に配置されている。
【００２９】
　釣合おもり３の上部には、釣合おもり吊り車２１が設けられている。釣合おもり吊り車
２１の回転軸は、釣合おもり３の幅方向に対して傾斜しており、かつ水平に配置されてい
る。
【００３０】
　懸架体１８は、第１の端部側から順に、第１のかご吊り車１９、第２のかご吊り車２０
、駆動シーブ１３、及び釣合おもり吊り車２１に巻き掛けられている。即ち、かご２及び
釣合おもり３は、２：１ローピング方式で懸架体１８により吊り下げられている。
【００３１】
　昇降路１内の上部には、巻上機１２を制御する制御盤２２が設置されている。制御盤２
２は、真上から見て、かご２に対して、釣合おもり３と同じ側に配置されている。また、
制御盤２２は、第２のかごガイドレール５よりも、かご２の前後方向の前側に配置されて
いる。
【００３２】
　昇降路１内の上部には、かご調速機２３及びおもり調速機２４が設けられている。かご
調速機２３は、かご２の速度が過大速度に達したことを検出する。おもり調速機２４は、
釣合おもり３の速度が過大速度に達したことを検出する。
【００３３】
　かご２の下部には、図示しないかご非常止め装置が搭載されている。かご非常止め装置
は、第１及び第２のかごガイドレール４，５を把持してかご２を非常停止させる。かご調
速機２３は、図示しないかご調速機ロープを介してかご非常止め装置に接続されている。
また、かご調速機２３は、かご２の速度が過大速度に達すると、かご非常止め装置を作動
させる。
【００３４】
　釣合おもり３の下部には、おもり非常止め装置２５が搭載されている。おもり非常止め
装置２５は、第１及び第２の釣合おもりガイドレール６，７を把持して釣合おもり３を非
常停止させる。
【００３５】
　かご調速機２３は、真上から見て、かご２と昇降路壁との間に配置されている。また、
かご調速機２３は、真上から見て、かご２に対して、釣合おもり３とは反対側に配置され
ている。また、かご調速機２３は、第１のかごガイドレール４よりも、かご２の前後方向
の前側に配置されている。
【００３６】
　図１では、かご２が想定される最高速度で昇降路１の底部まで下降して釣合おもり３が
跳ね上がったときの釣合おもり３及び釣合おもり吊り車２１の位置を２点鎖線で示してい
る。おもり調速機２４は、釣合おもり３が跳ね上がったときの釣合おもり３の位置よりも
上方に配置されている。即ち、おもり調速機２４は、釣合おもり３が跳ね上がったときの
釣合おもり３の枠体の上端よりも上方に配置されている。
【００３７】
　また、おもり調速機２４の少なくとも一部は、釣合おもり３が跳ね上がったときの釣合
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おもり吊り車２１と同じ高さに配置されている。
【００３８】
　また、真上から見て、おもり調速機２４の少なくとも一部は、釣合おもり３の幅方向、
即ち図２の上下方向について、第１の釣合おもりガイドレール６と同じ位置で、第１の釣
合おもりガイドレール６とかご２との間に配置されている。
【００３９】
　また、真上から見て、おもり調速機２４の少なくとも一部は、釣合おもり３の幅方向に
直角な方向について、懸架体１８の駆動シーブ１３と釣合おもり吊り車２１との間の部分
と同じ位置に配置されている。
【００４０】
　また、おもり調速機２４は、巻上機１２よりも下方に配置されている。また、真上から
見て、巻上機１２は、おもり調速機２４に部分的に重なっている。この例では、図２に示
すように、巻上機１２の脚部１６が、おもり調速機２４に部分的に重なっている。
【００４１】
　おもり調速機２４は、おもり調速機シーブ２４ａ、及び図示しないロープキャッチを有
している。おもり調速機シーブ２４ａには、おもり調速機ロープ２６が巻き掛けられてい
る。
【００４２】
　おもり調速機ロープ２６は、昇降路１内に環状に敷設され、おもり非常止め装置２５に
接続されている。昇降路１の下部には、張り車２７が設けられている。張り車２７には、
おもり調速機ロープ２６が巻き掛けられている。
【００４３】
　釣合おもり３が昇降すると、おもり調速機ロープ２６が循環移動する。これにより、お
もり調速機シーブ２４ａは、釣合おもり３の走行速度に応じた回転速度で回転する。
【００４４】
　釣合おもり３の下降速度が過大速度に達すると、ロープキャッチによりおもり調速機ロ
ープ２６が把持され、おもり調速機ロープ２６の循環が停止される。これにより、おもり
非常止め装置２５が作動し、釣合おもり３が非常停止する。
【００４５】
　このような機械室レスエレベータでは、おもり調速機２４は、釣合おもり３が跳ね上が
ったときの釣合おもり３の位置よりも上方に配置されている。また、真上から見て、おも
り調速機２４の少なくとも一部は、釣合おもり３の幅方向について、第１の釣合おもりガ
イドレール６と同じ位置で第１の釣合おもりガイドレール６とかご２との間に配置されて
おり、かつ釣合おもり３の幅方向に直角な方向について、懸架体１８の駆動シーブ１３と
釣合おもり吊り車２１との間の部分と同じ位置に配置されている。このため、昇降路１内
の空間をより効率的に利用しておもり調速機２４を配置し、昇降路１の平面寸法の拡大を
抑制することができる。
【００４６】
　また、真上から見て、巻上機１２は、おもり調速機２４に部分的に重なっている。この
ため、巻上機１２の横におもり調速機２４の配置スペースがなくても、配置スペースを確
保することができる。
【００４７】
　また、おもり調速機２４の少なくとも一部は、釣合おもり３が跳ね上がったときの釣合
おもり吊り車２１と同じ高さに配置されている。このため、おもり調速機２４の高さを下
げて、メンテナンス性を向上させることができる。
【００４８】
　なお、釣合おもり３は、第２のかごガイドレール５よりも、かご２の前後方向の前側に
配置してもよい。
【００４９】
　また、第１及び第２のかご吊り車１９，２０は、かご２の上部に配置してもよい。
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【００５０】
　さらに、第１及び第２のかご吊り車１９，２０は、懸架体１８がかご２の下又は上を斜
めに横切るように配置してもよい。
【００５１】
　さらにまた、釣合おもり３の昇降領域は、乗場から見て、かご２の昇降領域の後方であ
ってもよい。
【符号の説明】
【００５２】
　１　昇降路、２　かご、３　釣合おもり、６　第１の釣合おもりガイドレール、７　第
２の釣合おもりガイドレール、１２　巻上機、１３　駆動シーブ、１８　懸架体、２１　
釣合おもり吊り車、２４　おもり調速機。

【図１】 【図２】



(8) JP 6818909 B2 2021.1.27

【図３】



(9) JP 6818909 B2 2021.1.27

10

フロントページの続き

(72)発明者  島林　啓太
            東京都千代田区丸の内二丁目７番３号　三菱電機株式会社内

    審査官  三宅　達

(56)参考文献  特開２００９－１１３９８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１７－０６５８１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１３／０８４３１０（ＷＯ，Ａ１）　　
              特開２０１０－２０８７３３（ＪＰ，Ａ）　　　
              欧州特許出願公開第２３３８８２２（ＥＰ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６６Ｂ　　　７／００　　　　
              Ｂ６６Ｂ　　　５／０４　　　　
              Ｂ６６Ｂ　　１１／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

